
早めの周知・回覧願います。

号外が１００号となりました。これからもタイムリーにメール通信を配信していきますの

で宜しくお願い致します。

ところで、「百里を行く者は九十を半ばとす」という諺をご存知でしょうか？ 意味は、

「何事も終わりのほうほど困難であるから、九分どおりまで来てやっと半分と心得、最後ま

で気をゆるめるな」という戒めの言葉だそうです。（大辞泉より引用） いま、高校時代の

先生の「家に帰るまで修学旅行だ！！」の声が・・・。

今年度もあと約２ヶ月、気を引き締めて頑張りましょう。

★☆ 専門講座のお知らせ ☆★

脳の働きと認知症は、密接な関係があります。記憶・認知機能をつかさどる脳の仕組み

について学習します。

◆日 時： 平成２８年３月９日（水） １８：３０～２０：３０

◆場 所： 札幌北広島クラッセホテル ３Fクラッセホール

北広島市中の沢３１６番地１（ＴＥＬ 011-373-3880）

◆テーマ： 『「脳の老化と認知症」～記憶・判断力・実行機能のメカニズムから～

◆講 師： 社会医療法人 禎心会 理事長 德 田 禎 久 先生

◆定 員： １５０名

◆申込み： 事業所毎に取りまとめ、３月１日（火）までＦＡＸにて申込んで

下さい。また、講師への質問も受付けていますので申込書の質問

欄に記載してください。

※詳細につきましては、２ページ以降の添付資料を参照ください。
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北広島市介護サービス連絡協議会 専門研修会（キャリアパス支援研修事業）

と き ： 平成２８年３月９日（水） １８：３０～２０：３０

ところ ： 札幌北広島クラッセホテル ３Fクラッセホール

北広島市中の沢３１６番地１（ＴＥＬ 011-373-3880）

脳の働きと認知症は、密接な関係があります。記憶・認知機能をつかさどる脳の

仕組みについて、德田先生をお招きして「脳の老化と認知症」というテーマで学習

します。

❈ 德 田 禎 久 先生への質問をお受けいたします ❈

日頃、ご利用者・患者様との関わりの中で、迷っていること、困っているこ

と、疑問に思うことなどがございましたら、別紙「参加申込書」質問欄に記入

し、３月１日（火）までにお寄せ下さい。

多数のご参加をお待ちしております

❈講 師 ： 德 田 禎 久 先生

社会医療法人 禎心会 理事長

【主な経歴】

1971 年 札幌医科大学卒業 脳神経外科入局 中村記念病院勤務

1984 年 禎心会病院開設

現 在 社会医療法人禎心会にて２病院、３クリニック、２老人保健

施設、サービス付き高齢者向け住宅、札幌・稚内市にて１７

在宅関連事業など計２５事業を展開

公 職 全日本病院協会常任理事及びあり方委員会委員長、北海道支

部支部長、北海道病院協会理事長、北海道医療健康保健組合

理事長、北海道地域包括・在宅介護支援センター協議会副会

長、社会福祉法人山の手リハビリセンター理事長 など

❈定 員 ： １５０名

❈参 加 費 ： 無 料

❈申し込み： 別紙にてＦＡＸでお申し込み下さい。

❈主 催 ： 北広島市介護サービス連絡協議会

❈共 催 ： 北広島市

「脳の老化と認知症」
～記憶・判断力・実行機能のメカニズムから～
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北広島市介護    連絡協議会 専門研修会

「脳の老化と認知症」
～記憶・判断力・実行機能のメカニズムから～

参 加 申 込 書

事業所名

参 加 者 氏 名

 担当者氏名

 質問欄 

德 田 禎 久 先生  質問  出来   簡潔  願     

  月 日 火     申 込      


